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第 6 章では、市販のアルコールや、水酸基を有する非イオン活性剤と、 トリエチルアミンの反応に
より得られた第三アミンを原料として、種々の界面活性剤を合成し、その性質が非常に特長あるもの
であることを認めた。
論文の審査結果の要旨
本論文は、現在脂肪酸を原料として合成されているカチオン界面活性剤を長鎖アルコールと第三ア
ミンとのアルキル基交換反応、によって合成する方法について検討している。
原料に不飽和アルコールを使用することによってアルケニル基を有する第三アミンを合成し得るこ
と、不飽和脂防酸エステルを高圧還元する際に第三アミンを共存させることによって、アルケニル基
をもっ第三アミンを製造し得ること、安価な第 2 アルコールの酸化エチレン付加物からは、エーテル
基をもっ第三アミンが得られることが認められている。
さらに、このアルキル基交換反応に既知の銅系触媒の外にルテニウム系わよび、コバルト系触媒が
良好な性能をもっていることを発見している。
また、本法で初めて容易に合成し得るようになったエーテル基を含む第三アミンの塩類の界面活性
剤としての物性を試験し、優れた性能をもっていることを認めている。
このような、知見は工業的にも学術的にも貢献することが大きい。よって、本論文は博士論文とし
て充分価値あるものと認められる。
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